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山地災害とは – 地すべりの事例
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国土交通省近畿地方整備局提供
奈良県五條市大塔地区平成16年8月発生
https://www.kkr.mlit.go.jp/bousai/taiou/kinki/h23/jisuberi-0810/index.html
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■山地災害とその対策

■本調査の概要とその結果

■今後の展開等
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発表の概要
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■山地災害とその対策

■本調査の概要とその結果

■今後の展開等
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発表の概要
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山地災害とその対策 –山地災害の種類
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京都府農林水産部林務課
http://www.pref.kyoto.jp/shinrinhozen/1222309391573.html

山腹崩壊崩壊土砂流出地すべり

地下水などの影響で、緩やかな斜
面が広い範囲でゆっくり動く災害。

過去に崩壊し、溜まった土石が、
台風や集中豪雨などの大量の水
とともに流れ出る災害。土石流。

急な山の斜面が突然崩れ落ちる
災害。
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最近における山地災害の発生状況 –林野庁に加筆
http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/tisan/attach/pdf/180515-2.pdf

東日本大震災
紀伊半島大水害

新潟・福島豪雨
新潟県中越地震

平成5年8月豪雨
ほか 台風災害

山地災害とその対策 –山地災害の発生状況
被害額
単位:百万円 被害箇所数
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 国土の約７０％が山地

 プレート境界に接する弧状列島。火山、地震が多く、脆弱な国土

 湿潤温暖地帯にあり、年間降水量が世界平均の約２倍。降水は季節

ごとの変動が激しく、梅雨期と台風期に集中

 このため、山腹崩壊（がけ崩れ）、崩壊土砂流出（土石流・土砂流）、

地すべりといった山地災害が毎年約2,000件近く発生している
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山地災害とその対策 –山地災害の発生原因
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 山地災害のおそれのある地区（山地災害危険地区）等を対象

 谷止工や人家の裏山での土留の設置

 土砂の崩壊・流出防止機能の低下した森林の整備
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山地災害とその対策 –治山事業
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京都府農林水産部森づくり推進課

森林整備谷止工・土留工
兵庫県農政環境部農林水産局治山課
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■山地災害対策の背景

■本調査の概要とその結果

■今後の展開等
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発表の概要
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本調査の概要とその結果 –本調査の目的
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1. 山地災害に対して早期に地域の安全・安心を確保するた
めに、災害対応の初動のための災害発生状況の把握や復
旧計画策定のための詳細調査を迅速かつ安全に実施する
ため、航空機や人工衛星によるリモートセンシング技術
を活用。

2. リモートセンシング技術を使い慣れていない現場に導入
を図るため、従来技術との比較や利用事例を収集・整理。

3. リモートセンシング技術を活用した山地災害の調査およ
び復旧計画策定等を実施するための具体的な方法や留意
点を示し、現場における災害対応の円滑化を目的として
手引き（案）を作成し普及展開を図る。



Ａｌｌ ｒｉｇｈｔｓ ｒｅｓｅｒｖｅｄ ＲＥＳＴＥＣ ２０１８ 10

本調査の概要とその結果 -対象とした手法の範囲
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空中リモートセンシング
衛星リモートセンシング

航空機リモートセンシング

無人航空機
リモートセンシング

（出典:国際航業Webページ（http://mogist.kkc.co.jp/res/0b0ce9f8-05e1-4b7c-abdb-e1d975a1bd30_720.png）に加筆）

※対象とする技術は、空中から地表面を探査する技術で、
地中の情報を探査するものではない
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本調査の概要とその結果 -検討した調査手法の対象範囲

Ａｌｌ ｒｉｇｈｔｓ ｒｅｓｅｒｖｅｄ ＲＥＳＴＥＣ ２０１８

事前対策 

・平時の山地状況調査 
・基礎データ取得 

事後対策 

概況調査 

詳細状況調査 

災害復旧計画策定 

災害復旧対策の実施 

施設の維持管理 

長期的なモニタリング 

災害発生 

本手引き（案）
対象範囲 

治山技術基準から作成
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本調査の概要とその結果 -対象とした手法の性能
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解像力
（分解能）

航空機
リモートセンシング

▲
航空レーザ測量
（通常時）

▲
航空レーザ測量

（緊急時（高高度））

衛星リモートセンシング
光学リモートセンシング

合成開口レーダ（SAR）
リモートセンシング

無人航空機（UAV）リモートセンシング

0.1                  1 10               100 （cm）
1   10               100 1000（m）

撮影高度により
解像力が異なる

センサ仕様により
解像力が異なる

対地高度
（観測範囲）

※合成開口レーダは、干渉SAR解析により上下方向に数cmオーダーの変化を検知可能
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本調査の概要とその結果 –手法取りまとめ（手引きの構成）
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 手引き本編は、第Ⅰ部 基本事項、第Ⅱ部 リモートセンシング技術
を活用した調査･復旧計画策定手法の２部構成。

 第Ⅰ部 基本事項
 山地災害の概要
 山地災害に対する調査復旧計画策定の概要
 リモートセンシング技術の概要
 リモートセンシング技術の特性等

 第Ⅱ部 リモートセンシング技術を活用した調査･復旧計画策定手法
 手法選定の考え方
 各手法の活用方法

 用語集
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本調査の概要とその結果 -山地災害の概要 例 山腹崩壊
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事象に関する
概要・着目点

リモートセンシング
で取得する事項

 降雨・地震等に伴う
 山腹崩壊
 土砂流出
 地すべり

 火山
 降灰
 溶岩流
 火砕流
 融雪泥流

概要で取り上げた事象
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本調査の概要とその結果 -山地災害に対する調査・復旧計画策定の概要
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目的：  
被害地域に対しての復旧対策を行う ため、
計画策定を行う  
 
検討する項目：  
・ 対策工の検討 
・ 施設配置計画の作成 
・ 施設概略設計 
・ 対策工事の施工　 　 等 

目的：  
今後の復旧計画に活用するため、 地形・
地質土壌、 植生調査等々を行う  
 
取得する情報：  
・ 崩壊原因詳細調査 
・ 地形・ 地質土壌調査 
・ 気象調査 
・ 荒廃地等調査　 　 　 等 

目的：  
今後の調査・ 復旧計画に活用するため、
災害の大まかな状況を把握する。  
 
取得する情報：  
・ 被害状況調査 
・ 被害個所の確認 
・ 規模確認　 　 　 等 

事前対策 

事後対策 

１ ． 概況調査 

２ ． 詳細状況調査 

３ ． 復旧計画策定 

・ 平時の山地状況調査 
・ データ取得 

災害発生 

目的：  
被害地域において、 二次災害防止のため
に対策工事の施工等の復旧作業を行う 。  
 
対応項目：  
・ 観測機器設置 
・ 施設詳細設計 
・ 対策工事の施工 

４ ． 復旧対策の実施 

目的：  
二次災害防止のために施設点検・ 補修を
行う 。  
 
管理項目：  
・ 施設点検 
・ 施設補修 
・ 搬入ルート 確認　 等 

５ ． 施設維持管理 

目的：  
二次災害防止のために、 継続した調査を
行う 。  
 
取得する情報：  
・ 現地調査 
・ 有人ヘリ調査 
・ 観測機器設置　 等 

６ ． 長期的なモニタリ ング 

次の災害の事前対策 

 

本手引きの対象範囲
32

一般的に行われている山地災
害に対する調査・復旧計画策
定の概要及び流れ（左図）に
沿って、リモートセンシング
技術によって取得可能な情報
を整理。
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本調査の概要とその結果 -手法選定の考え方災害の対応フロー
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 時間経過  調査段階 把握したい情報 

山地災害を対象とするリモートセ
ンシング技術の活用方法について、
時系列順に調査の目的を設定し災
害対応フローに整理。

 時間経過
 調査段階
 把握したい情報

(※発災後の概況調査段階例)
 悪天候下で大規模な崩壊を迅速に
把握

 全体的な災害分布状況の把握
 現地までのアクセス可否の確認
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本調査の概要とその結果 -手法選定の考え方手法選定のフロー
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適応性調査段階調査段階 把握したい情報把握したい情報 調査手法調査手法

費用等 解像度 広域 局所

航空レーザ測量

無人航空機（UAV)

空中写真<垂直撮影>

空中写真<斜め撮影>

合成開口レーダ( SAR)

光学リモートセンシング

管内の概要を把握
したい 

ー ◎◎ ー
事前調査 

要注意地域の状況
を把握したい 

△ ◎○ ○

△ ○○ ◎

△ ◎◎ ◎

○ △○ ◎

○ ×△ ○

航空レーザ測量

無人航空機（UAV)

空中写真<垂直撮影>

空中写真<斜め撮影>

合成開口レーダ( SAR)

光学リモートセンシング

○ ◎◎ ー

○ ◎○ ○

ー ○○ ◎

ー ◎◎ ◎

○ △○ ◎

○ ×△ ○

フローの中の記号 

◎ 最も適している

○ 適している

△ 必要に応じて使用

× 適していないが他に
手法がない場合検討

－ 実施は適当でない

把握したい情報：事前調査
 管内の概況把握
 要注意箇所の状況把握
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本調査の概要とその結果 -適用性の考え方解像度・経済性
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①空中写真（通常：斜め撮影-概況）

②ALOS-2 PALSAR-2（通常：干渉解析）

③WV-3 光学（通常：被害解析）

④空中写真（通常：垂直撮影、DSM）

⑤航空機レーザ測量（通常：DSM）

⑥無人航空機（通常：概況、DSM）

⑦TerraSAR-X SAR（通常：干渉解析）

⑧Sentinel-1 SAR（通常：干渉解析）

⑨RADARSAT-2 SAR（通常：干渉解析）

⑩現地踏査（亀裂調査）

⑪無人航空機（災害時：概況）

⑫空中写真（災害時：垂直撮影-概況）

⑬航空機レーザ測量（災害時：DSM）

⑭WV-3 光学（災害時：被災地検出）
⑮ALOS-2 PALSAR-2（災害時：被災地検出）

1

10

100

1,000

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000
データ取得の経済性 [円/km2]

空間解像度 [cm]
細

粗

安価 高価

危険 ←← →→ 安全
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本調査の概要とその結果 -適用性の考え方解像度・迅速性
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①空中写真（通常：斜め撮影-概況）

②ALOS-2 PALSAR-2（通常：干渉解析）

③WV-3 光学（通常：被害解析）

④空中写真（通常：垂直撮影、DSM）

⑤航空機レーザ測量（通常：DSM）⑥無人航空機（通常：概況、DSM）

⑦TerraSAR-X SAR（通常：干渉解析）

⑧Sentinel-1 SAR（通常：干渉解析）

⑨RADARSAT-2 SAR（通常：干渉解析）

⑩現地踏査（亀裂調査）
⑪無人航空機（災害時：概況）

⑫空中写真（災害時：垂直撮影-概況）

⑬航空機レーザ測量（災害時：DSM）

⑭WV-3 光学（災害時：被災地検出）

⑮ALOS-2 PALSAR-2（災害時：被災地検出）

1

10

100

1,000

0 5 10 15 20 25 30 35 40
データ取得の迅速性（解析工数） [人日]

空間解像度 [cm]
細

粗

速 遅

危険 ←← →→ 安全

破線は解析工数の幅を示す
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本調査の概要とその結果 -適用性の考え方広域・局所
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本調査の概要とその結果 –活用事例 収集・整理
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■山地保全調査・山地災害対策

■本調査の概要とその結果

■今後の展開等

22

発表の概要
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■実地調査の実施による手法の普及と課題

の抽出及び手引きの改良→マニュアル化

■現場実務に応じた調査・解析手法の開発

↓

■国土管理のマクロな基礎情報を取得する

技術として研究・開発の展開

 社会インフラの長寿命化、予防保全による

事故・災害の事前防止に呼応
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今後の展開等
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技術基準

法令

マニュアル・
ガイドライン

手引き・技術資料等

技術基準、マニュアル等の位置付け
（イメージ）
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